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境界梁ダンパーの曲げせん断実験については前編 1) (その 1)で
詳細に報告しているため,本編ではその概要について記す｡
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表 1 本論文で検討を行 う試験体の諸元
ス/ヾン 鉄骨 埋込長 RC部寸法 (mm) l Ld'DLo(mm)- (せいをβとする) Ld(mm) 幅 bl せいDL. 長さL































































約 70%に達している｡RC部の曲げ変形 ･せん断変形 ･先端部回転
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図 5 真応力-寅ひずみ関係の作成 (SIJY225〕
-1679 -
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図9 変形角 30%時の相当応力コンター (No.7)
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験体 N0.5のモデル (ウェブ厚 /"=12mm,dJLw-14.3)に対して,
ウェブ厚を9mm (dJL.V=191),6mm (dJI"=28.6)と変化させた場
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せん断ひずみ
図 14 ダンパー部の復元力特性 (骨格曲線)
関係に変換する｡これをもとに式(12)を用いて,ダンパー部のせん
断カーせん断変形角関係を求めることができる｡設計用復元力特性
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(a)曲げ変形 (b)せん断変形
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じなかったCウェブの板厚を試験体の 12mm (幅厚比が約 15)
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